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地域公共交通に関する進捗状況等について

総務財政委員会提出資料



１ 地域公共交通に関する進捗状況について
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市民説明会

稲築・桂川線運行準備

※網形成計画については、事業の実施状況等について、毎年度評価を実施。

稲築・桂川線運行開始

運行開始市内周回線、福祉バスの市バス
統合等路線全体の最終調整

市民説明会

市バス路線全体の運行準備
※車両購入、バス停設置等

市バス料金等に関する市民アンケート

設計 改修工事 供用開始

平成30年度通学補助金実施 平成31年度通学補助金実施

周知
事業評価

※事業効果が認められない場合、
翌年度以降は実施しない。

県・飯塚市・桂川町と赤字補填割合、
ダイヤ等を調整。

28番系統補完方法決定、運行準備 運行開始

市民説明会



２ 西鉄バス碓井・大分坑線について

西鉄バス碓井・大分坑線についての協議経過は以下のとおりです。
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平成２９年 ６月３０日（金） 西鉄バスが県バス対策協議会に廃止申出を提出

〃 ７月１８日（火） 福岡県バス対策協議会ブロック別地区協議会
※西鉄バスから廃止の申出について説明を受けた。

〃 〃 地方創生市町村圏域（嘉飯圏域交通担当課長）会議
※いったん持ち帰り、各市町の方針を持ち寄り協議
を進めることを確認した。

〃 ９月１３日（水） 地方創生市町村圏域（嘉飯圏域交通担当課長）会議
※各市町の方針をもとに協議を行った。

〃 １０月 ６日（金） 事務担当者会議（嘉麻市にて開催）
※減便案を作成し、各市町で協議を行うことで決定。

〃 １０月１９日（木） 事務担当者会議（桂川町にて開催）
※作成した減便案で西鉄に申し入れを行うことで決定。

〃 １１月 ６日（月） 県に協議結果を報告。

〃 １１月２０日（月） 地方創生市町村圏域（嘉飯圏域交通担当課長）会議 ※西鉄同席
※２市１町からの申し入れを行い、意見を聴取した。
（西鉄の意見）
〇西鉄バスから運転手が不足している状況であり、
この内容での運行はできない。

〇大型バスでないと輸送できない区間の運行を基本
と考えている。

※運行可能なダイヤ等を西鉄バスから提案してもらう
ことで決定。



２ 西鉄バス碓井・大分坑線について
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平成３０年 １月２５日（木） 西鉄バスから運行可能なダイヤ等について提案された。
※西鉄バスから２車２乗番での提案があった。
※各市町持ち帰り検討することとした。

〃 １月２９日（月） 碓井地区行政区長会から要望書提出。
※碓井地区行政区長会から「西鉄バス碓井・大分坑線
廃止反対に対する要望書」が提出された。

〃 ２月１９日（月） 事務担当者会議（飯塚市にて開催）
※パターン１（飯塚～桂川駅・嘉穂総合高等学校～西
鉄大隈、８往復）で合意。飯塚市、嘉麻市は地域公
共交通会議に諮ることで決定。

〃 ３月１５日（木） 嘉麻市地域公共交通会議
※パターン１（飯塚～桂川駅・嘉穂総合高等学校～西
鉄大隈、８往復）で西日本鉄道に申し入れを行うこ
とで承認。

〃 ３月２９日（木） 福岡県バス対策協議会ブロック別地区協議会
※パターン１（飯塚～桂川駅・嘉穂総合高等学校～西
鉄大隈、８往復）で西日本鉄道に申し入れを行った。

※２市１町の合意形成が図れていることから、「廃止
届出」ではなく、「事業内容変更の届出」に変更す
る旨の回答を得る。

〃 ３月末 西日本鉄道が運輸支局に事業内容変更を届出
※継続して協議を行う事項はあるものの、碓井大分坑
線（２８番系統を除く。）の運行継続が決定。



２ 西鉄バス碓井・大分坑線について
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⇑ 行政区回覧 （平成30年6月1日配布※配布はモノクロ）
２市１町連名で実施。

⇐ 行政区回覧
（平成29年12月15日※配布はモノクロ）

⇓ 広報嘉麻（平成30年1月号）

行政区回覧 ⇒
（平成30年3月15日
※配布はモノクロ）

これまでの回覧等



３ 料金適正化アンケートについて
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１ 趣旨
このアンケート調査は、平成２９年度策定の「嘉麻市地域公共交通網形成計画」に基づ

き、「一体性」「安全性」「利便性」「持続性」の観点から、誰でも同じように、同じ負
担でバスを利用できることを目的とし、市バスの適切な運賃設定等を検討するため、アン
ケート調査を実施するものです。

２ アンケート対象者
本市在住の１８歳以上の中から無作為に３，０００人を抽出

３ 調査方法
郵送による送付・返送方式

４ アンケートの内容
・公共交通の利用頻度、利用目的
・市バスの運賃（福祉バスの市バス統合後の運賃も含む。）
・バスの将来的な利用 等

５ 実施時期
７～１２月

※アンケート作成、回答入力、分析等の作業は、すべて職員で実施します。


